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１．会社概要 

会社名 株式会社アイセック･ジャパン 

所在地 沖縄県うるま市川崎４６８番地 
いちゅい具志川じんぶん館１Ｆ 

設立 ２００８年９月１日 

資本金 １，７００万円 

代表者 一瀬 宗也（いちせ むねや） 

主要事業 

モバイル型情報保障サービス（e-ミミ） 
インターネット販売 
ＩＴスキル向上支援 
ビジネスライブチャットコールセンター 
ソフトウェア開発 

連絡先 

電話：０９８ー９７２－６８８８ 

ＦＡＸ：０９８－９８７－５６２７ 

E-mail：iscec-j@iscecj.co.jp 
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2008年9月 「チャットコールセンター」（ホームページのお店番）で沖縄県産業
振興公社平成20年度ベンチャー育成連携事業のアドバンス認定を
受け、沖縄県うるま市に設立 

2011年6月 沖縄県情報産業振興課「BPO事業拠点集積促進事業」を受託し、
「モバイル型遠隔情報保障センター」を開設 （新規雇用 11名） 

2012年4月 プライバシーマーク取得 

2012年4月 沖縄県産業振興公社「OKINAWA型産業応援ファンド事業」の採択
を受け、観光向け新商品開発を開始 

2012年6月 （独）情報通信研究機構の「平成24年度 チャレンジド向け通信・放
送役務提供・開発推進助成金」の採択を受け、学びの場への提供 

2012年7月 沖縄銀行「おきぎんふるさと振興基金」に採択 

2012年10月 日経ビジネス（日経BP社発行）の「日本を救う次世代ベンチャー
100」に選考 

2012年11月 経営革新計画の認証 

2013年3月 沖縄県ワークライブバランス企業認証 



（参考）日経ビジネス「日本を救う次世代ベンチャー100」 
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2．事業の背景 ～耳の不自由な方の現状～ 

手話が分かる方 

聴覚障がい者手帳

をお持ちの方  

聞こえに不自由を感

じている方  
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６～７万人 

36万人 

600万人以上 

聴覚に障がいがある身体障がい者手帳を交付されているのは約36万人です。 
そのうち手話が分かるのは約14％の7万人程度です。障がい者手帳をもっていなく 
ても聞こえに不自由を感じている方は600万人以上いると言われています。高齢化 
社会に伴い10年後には、800万人以上に上ると言われています。 

音声の文字
テキスト化
ニーズ 
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3.モバイル型遠隔情報保障システムイメージ 
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遠隔情報保障センター 会議・講演会 

美術館・博物館ガイド 
屋外ツアー 

乗り物の中 

学校の授業 

今回の範囲 
学びの場 



学校（授業） 

4. 平成24年度助成事業の成果内容 
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遠隔情報保障センター 

実績多数 

講演会・セミナー 議会 

南風原高校 
明晴学園で
実施 

佐賀県武雄市議
会の同時音声文

字通訳受注 

①該当生徒の成績向上 
（南風原高校）： 
学年13位→3位 

 
②該当生徒の普通高校への進学： 

日体荏原高校・都立大森高校 



5. 南風原高校での事例紹介 
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6. 武雄市議会での事例紹介 

Copyright c 2013 株式会社アイセック・ジャパン  
All Rights Reserved 9 



学校（授業） 

8. 申請事業の概要 
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遠隔情報保障センター 

講演会・セミナー 議会 

南風原高校 
日体荏原高校
で実施 

テーマ：「聴覚障がい者の学びの場の提供」 

自立化へのビジネスソース 

4月から情報保障開始 
・南風原高校（数学応用・生物） 
・日体荏原高校（地理・現代文・
科学） 
9月から情報保障開始（追加2
校） 
・コザ高校（数学Ⅲ） 
・都立大森高校（保健体育・地
理） 

聴覚障がい者など「聞え」に問題
のある人に学びの場の提供とし
て、遠隔地から同時音声文字通
訳を実施する。 



9. 助成期間中の成果目標～事業実施3年計画～ 

H24.7-H25.3 
学びの場の提供 
ステップ１ 
 
・普通高校進学予定 
聴覚障がい学生への 
国語・社会授業での
文字情報提供 
普通高校2年次生徒
の情報保障 
・講演会・セミナーで
の文字情報配信の販
路開拓 

H25.4-H26.3 
学びの場の提供 
ステップ２ 
 
・普通高校3年次、1
年次聴覚障がい学生
への授業での文字情
報配信 
・講演会・セミナーで
の文字情報配信の販
路拡大 
・議会での文字情報
配信及び議事録作成 

H26.4-H27.3 
学びの場の提供 
ステップ３ 
 
・普通高校2年次 
聴覚障がい学生への
授業での文字情報配
信 
・講演会・セミナーで
の文字情報配信のビ
ジネス化完了 
・議会への販路拡大 
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情報バリアフリー事業 
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